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伏字 (xx印)が「革命」の文字であることの確認のため、原文を提示するは[・・・]oui la culture est 
menacee ; mais le p台ilpour elle n'est nullement du cote des forces revolutionnaires et liberatrices ; [..] > 
(Andre GIDE， Retour de Z'U.R.S.S.， in Souv四 irset voyages， Paris， Gallimard， Bibliotheque de la Pleiade， 
2001， p.787) 
のジイド、前掲書、 128頁。原文:<[.・.]c'est aux grandes forces intemationales ぽvolutionnairesqu'incombent 
































































11) r出版警察報』、第百九号、 72-73頁。原詩は以下に掲載 :La Nouvelle Revue Francaise， 25e annee， 

























14) rアミエルの日記J(六)、河野輿ー訳、岩波書庖、 1938年、 1952年、 197頁。原文:( J e lisais ce 
matin une nouvelle Encyclique de Pie IX， qui parait trois semaines aprとsla date de son enfantement (18 
octobre)， etil me semblait lire un factum du Mikado japonais， ou de tele autre momie. Il sufit de prendre 
connaissance de pieces comme le Syllabus et les Encycliques， pour juger de la decheance irremediable des 
societes qui laissent encore au catholicisme le gouvemement des consciences. Le papisme en est toujours au 







































































































































































































24)C王Andre恥10NGLOND，Le Journal intime d'Oberman， Grenoble， Arthaud， 1947. 


















「手紙41Jで削除された箇所の前後には「権利J( droit (s)>の語が頻出するD 以
下に原文を引用する(強調のための下線は筆者)。
[..] moi seulje n'aurais plus de droits sur moi・meme![…] 
L'ordre que vous leur donnez ne les justifient point ; vous n'avez pas le生豆!de les envoyer a lamort， 
s'ils n'ont pas eu le生oitde consentir a y e仕 envoyes. [..] 
Sije n'ai point sur moi・memede生虫demort， qui J'a donne a la societe? Aiや cedece que je n'avais 
point? Quel principe social avez-vous invente， qui m'explique comment un corps acquiert un pouvoir 
interne et reciproque que ses membres n'avaient point， etcommentj'ai donne pour m'opprimer， un生豆2
que je n'avais pas meme pour echapper a l'oppression? Dira-t-on que si l'homme isol邑jouitde ce生豆E
naturel， il J' aliとneen devenant membre de la societe? Mais回生oitest inalienable par sa nature， etnul 
ne saurait faire une convention qui luiδte tout pouvoir de la rompre quand on la fera servir a son 
prejudice. On l'a prouve， avant moi， que l'homme n'a pas le生豆!de renoncer a sa liberte， ou en d'autres 
termes， de cesser d'etre homme : comment perdrait-il le生些 leplus essentiel， leplus sur， leplus 
irresistible de ce批 memeliberte， leseul qui garantisse son independance， etqui lui reste toujours con甘e
le malheur ? 29) 
セナンクールは「ルソー最後の弟子J30)と呼ばれ、ルソーから文学的・思想的影響
を受けた。「社会契約」の概念についてもそうであるが31)、細かい点において違い
28) Cf. MONGLOND， op.cit.， p.l45. 






































Si je ne puis m'oter la vie， jene puis non plus m'exposer a une mort probable. Est-ce la cette prudence 
que vous demandez de vos sujets? Sur le champ de bataille， ilsdevraient ca¥culer leurs probabilites 
avant de marcher a J'ennemi， etvos heros sont tous des criminels. L'ordre que vous leur donnez ne les 
justifient point ; vous n'avez pas le droit de les envoyer a lamort， s'ils n'ont pas eu le droit de consentir a 
y etre envoyes. Une meme demence autorise vos fureurs et dicte vos preceptes， ettant d'inconsequence 
pourrait justifier tant d'injustice !お)
























33) SENANCOUR， Obermann， p.186. 
37 
[原文1: < Sur le champ de bataile， i1s devraient calculer leurs probabilites avant de rnarcher 
























は試訳に示されているが、それに至った理由は後述する O 次に、<<heros)) 1英雄」
は一般的に「武勲を立てた者」と解釈されやすいが、その場合、彼らは多数の敵兵
制 1804年刊の初版では<<ils doivent calculer悼となっており、「彼らは計算しなければならない」のほ
かに「彼らは計算するに違いない」と訳すことも可能であった。しかし、 1840年刊の第3版以降、
セナンクールは<<ils devraient calculer >>と改訂した。条件法を使用することにより語調を藤和してい
るとも考えられるが、 1804年時点ではまだナポレオン戦争が継続中であったのに対して、 1840年で
































[原文1: ( vous n'avez pas le droit de les envoyer a la mort，ぜilsn'ont pas eu le droit de 
consentir a Y etre envoyes. }) 
[市原訳1: r若し彼等が死に赴くことに同意する権利がなかったのだとしたら、君
























37) SENANCOUR， Obermann， derniとreversion， Introduction， etablissemenet du texte， variantes et notes par 







とある。これは以下の『オーベルマン』の記述にも沿う :αC'estun crime， me dit-on， de deserter la 
vie ; mais ces memes sophistes qui me defendent la mort， m'exposent ou m'envoient a ele. Leurs innovations 
la multiplient autour de moi， leurs preceptes m'y conduisent， ou leurs lois me la donnent. ) (SENANCOUR， 













に行動することが要求される?)ことの矛盾を意味しよう o ( pourrait >)が「できる
のだろうか、いやできないだろう」という反語の条件法だとすれば、ここまで見ら
れたような為政者の態度を以ってしては、世の((i吋ustice))r不正」は到底
( j ustifier)) r正当化」され得ない、ということになろう O
以上、市原氏の訳文を検討しつつ、問題のテキストの理解を深めた。オーベルマ
ンは、為政者が自死はいけないと言う一方で、人々を戦死する可能性が高い戦争に
駆り出すことの矛盾を衝いている。そして、いわば帰謬法(背理法)によって、す
なわち、「白死は許される」という命題が真であることを証明するために、その命
題が偽であると仮定すれば矛盾が生じることを示すことで、自死を弁証しているの
である。
6.削除の理由
問題の文 cr戦場で彼らは敵に向って進む前に、死の確率を計算しなくてはなら
ない。さうなると君の英雄たちは皆罪人になるのだ。J)がなぜ削除されたのか、そ
の理由について改めて考えてみよう O この文は「戦場jという語で始まるが、ウー
ジェーヌ・ダピの厭戦詩がすべて削除されたことからも分かるように、当時、戦争
に関わる言辞の使用に当局は神経過敏であった。さらに、旧日本軍の将兵たる者は、
天皇のために、死を覚悟して勇猛果敢に戦うべきであったので、「死の確率を計算し」
てはならなかった41)。事実、戦争末期に特攻隊員として敵艦に突っ込んだ飛行士の
40)《prtceptes〉〉が複数形になっている点が気になるが、「自死の禁止」が「諸命令」のーっと解釈す
れば懸念は解消する。
4Il I死の確率を計算しなくてはならないjという訳文に市原氏が「死の」という 2字を付加しない
などして、別の訳し方をしていたらどうで、あったか想像すると興味深い。
41 
死の確率は100%であり、まさにそれは「自死」行為であった。そして天皇のため
に戦場に散った将兵は「英霊」とされた。そのような中で、「英雄たちは皆罪人に
なる」という字句は大いに問題とされたであろう。
なお、続きの文において為政者の恋意性が鋭く批判されているが、なぜ削除され
なかったのだろうか。おそらく、「戦場」ではじまる文の削除によって、自死の問題、
生と死の問題が、戦争のそれと切り離されたからであろうと推察される。
7.訳者について
昭和18年(1943)、学徒出陣が開始され、大学生も戦争に駆り出されていった42)。
その中には、当時、旧制第一高等学校のフランス語教授であった市原氏の教え子た
ちも含まれていた。そのような状況下、彼は『オーベルマン』下巻の翻訳を中断し
た。後年、市原氏は当時のことを以下のように回顧している O
さういふ時代に、『オーベルマン』の如きものがふさはしい筈はなかった。「一日がこれから
めい さびしか
始まるといふ時、僕は滅入ってゐて、何だか寂しく而も落ちつけない。何ごとに対しても気を
Uま う ひざか
入れることが出来ず、何時間といふ暇をどうして埋めたらい、か見当がつかない。日盛りにな
ひきこも
れば日盛りが重くるしくのしか、る。小暗いところに引龍り・・・・・・」で始まる第四十六信以下
の訳稿を四分のーほど進めたまま、私は筆を捨ててしまった。
たとへ完成しても到底当時の世に出せるものではなかったし、又私自身、翻訳をつづける気
持になれなかった。この戦争がどんなに無謀でも、苦しくても、国民の一人として、協力しな
え
くてはならなかった。勝てる見込みが全くなくなった時も、日本が降伏することはあり得ない
そぼ〈
のだと私は素朴に絶望的に信じてゐた。東京をはじめ主要な都市が焼かれ、最後は山の中にで
も追ひつめられて、敵に殺されるか、餓死するかの二つに一つだと覚悟してゐた。明治の教育
を受けた者として、これは自然の心理であった43)。
戦時下において翻訳の筆を捨て、下巻の出版を断念したということは、いわば「自
主検閲」によって出版を「禁止」したというに結果的に等しいのではないだろうか。
この考え方を推し進めるならば、上巻で削除された文に関しでも、「明治の教育を
受けた者としてJI国民の一人として」、戦争に「協力しなくてはならなかった」し、
42)筆者がセナンクール研究の第一人者であるデイデイエ氏に日本における『オーベルマン』の翻訳
と一部削除について紹介したところ、「当時、日本の兵士が『オーベルマン』という難しい作品を
読んで、いたとすれば、彼らは相当<<intellectuels持であったのだ」という感想が返ってきた。これは
驚きとも皮肉な誇張ともとれるが、当時の出征兵士の中には、学徒出陣した大学生たち「インテリ」
も相当混じっていたのである。
相)rオーベルマン』下巻、岩波書店、 1959年、「あとがき」より、 329・330頁。
42 
また、当局による検閲・削除という「不名誉」な処分を避けるためにも、「自主検閲」
によって自ら削除を申し出るという苦渋の決断をしたことが想像される。これはあ
くまでも仮説に過ぎないが、少なくとも当時、出版社が「自主検閲jを行っていた
ことは事実である。
一方で発禁処分そのものを回避する方法での発行、他方で発禁処分を受けてからは、差押執
行を逃れる方法での発売頒布から構成された「出版戦術」も、実は、全国民的なものになり得
ない段階で、固有の意味の出版警察権力そのものによってではなく、治安維持法によるカード
ルの検挙、執筆者の拘禁・視察(要注意人物)、出版機構、配布網の断絶によって、漸次解体
を迫られ、満州事変前後には、この唯一の抵抗拠点も、何ら独自のみるべき活動をしなくなる
のである。
利潤追求の企業たる一般新聞社、出版社においては、個々の編集活動の中で注目すべき抵抗
がみられるけれども、いずれも合法性の枠内におけるそれで、あって、決して権力の基礎をゆる
がすような非合法出版を組織的に行うことがなかったのは、ある意味で当然である。逆に大部
分の新聞社、出版社は、いかなる意味においても権力に抗せず、かえって、みずからの企業内
部に自主検問機構を作り上げ、権力に先がけて検閲に専念したのであった叫)。
「自主検閲Jによる削除が岩波書庖側の意向ではなかったとすれば45)、それは訳者
の要望を編集部が尊重して受け容れて行ったことではないかと推察される。
戦後、市原氏は思うところあって一高教授を辞して、奈良県の山村に引き龍り、
田園生活を営みながら村の青年たちの勉強相手となった46)。
この生活を 2年間ほど続けたのち、東京の教員生活に戻ることになるが、「日本
は思ひのほか早く復興の途を歩」き、「出版も戦前にまさるやうになり、岩波書庖
も〔市原氏〕に続行を促したJ47)ことなどによって、『オーベルマン』の翻訳はやっ
と完成し、昭和34年(1959)に下巻が刊行され、併せて上巻も第2刷が刊行された必)。
市原氏は1990年に逝去するが、 3年後、市原氏の追悼文集が編まれた。教育者と
しての誠実な人柄、翻訳者としての能力、文筆家としてのセンス、等々に敬意を表
し、故人を懐かしみ、賛美する声がほとんどである中で、旧制浦和高等学校文科丙
叫)奥平康弘、前掲論文、 201頁。
45)実際、ジイド『ソヴエト旅行記』、『アミエルの日記』、フローベール『ボヴァリ一夫人』は当局
による検閲のうえ削除・改訂処分を受けたのである。
岨)この間の出来事は市原氏の私小説「山蔭の家」に詳しく記されている(市原豊太『内的風景派.1(文
塞春秋、 1972)所収、 395・492頁。
47) rオーベルマン』下巻、 330頁0
48)註19に記したように、第2刷は入手できなかったが、削除箇所は復元されていたと推察される。
43 
類で市原氏から3年間フランス語を習った蝦名賢造氏は、あえて市原氏の社会に対
する姿勢に疑問の目を向けている。
先生がフランス文学者として数々の名著を美しい日本語で一つ一つ翻訳され、日本古来の言
葉の持つ美しき、日本の美しい風土、日本人のやさしい心をこよなく愛されていたことはその
著書でよく分かつていたけれども、経済学・社会科学を学び、さらに近代日本精神史の研究に
踏み入りつつあった私には、日本的なもの、日本美的なものを追求する、なにかそこに、市原
先生の長所と限界を見る思いがしてならなかったのは事実である。日本の美学とは果して何で
あるか。
誤解してならないことは、先生ほどの深い教養のある家庭に生れ、比較的順調な、自由な高
等教育を受け、国立大学の教授として恵まれた環境の下で、天下一流のエリートを教育し得た
生涯をみると、むしろ稀有なことであろう。しかしそこに限界があるであろう。先生の残され
た著訳書・抄はことごとく珠玉の名篇であり、日本文学史上ユニークなものであろう。しかし
もし先生にして、人生と社会に対する戦いがもう一歩積極的なもので、あったならば、その持て
る才能と天分はいかんなく発揮され得たのではないだろうかと、惜しまれてならぬのであ
る49)。
市原氏の「社会に対する戦いがもう一歩積極的なものであったならば」、戦前、『オー
ベルマン』上巻の字句を自ら一部削除し、また下巻の翻訳・出版を諦めることもな
かったかもしれない。
むすびにかえて
オーベルマンは「手紙41Jにおいて自死を弁証する際、もし自死が許されないと
すれば、戦争に行くことも、ほとんど白死するに等しいことなので、許されないは
ずだと述べた。これは往々にして人々を悲惨な戦争に駆り出す為政者に対する「戦
略的」な立論であった。ところが、戦前の日本において、この戦争に関する箇所 (1戦
場で・・・・・・J)が削除された。オーベルマンにとって、自死、すなわち自分の生命
を自分で処分することはあくまで個人の自由であり、それは社会に転移されない権
利であった。その、社会の中で個人が自由を保つ最終的な手段としての自死を弁じ
ている箇所が、人々が戦争を厭い、これを忌避する自由から逸らすために削除され
たとすれば、大いなる皮肉と言わざるを得ない。作者セナンクールの想像も及ばな
かったことであろう。
49)蝦名賢造「市原豊太先生のことj、市原豊太先生追悼文集刊行会編『市原豊太先生を偲んで.1(芸
立出版、 1993年)所収、 184・185頁。
